
○　被害の状況（全国計）

重傷 軽傷 程度不明

人 人 人 人 人 人 棟 棟 棟 棟 棟 件

平成31年
3月1日現在

19,689 2,563 6,233 700 5,346 187 121,995 282,939 748,109 14,527 92,056 330

平成30年
3月1日現在

19,630 2,569 6,230 700 5,345 185 121,781 280,962 744,530 14,555 92,037 330

増減 59 ▲ 6 3 0 1 2 214 1,977 3,579 ▲ 28 19 0

非住家被害

火災公共
建物

その他死者
行方
不明

　　　負　傷　者
全壊 半壊

一部
破損

人的被害 住家被害

平 成 31 年 3 月 8 日
消 防 庁

平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震（東日本大震災）の
被害状況（平成31年3月1日現在）

 　平成２３年３月１１日に発生した東北地方太平洋沖地震（東日本大震災）の被害状況につきまして、
平成３１年３月１日現在の状況を第１５９報にとりまとめましたのでお知らせします。
　 とりまとめ報全文については、消防庁ホームページ（http://www.fdma.go.jp/bn/higaihou_new.html）　に
掲載しています。

【平成３０年３月１日時点（第１５７報）との比較】

● 死者が５９名増加

（主な要因）震災関連の死者（※）と認められたことによる増加

※ 「震災関連の死者」とは、「東日本大震災による避難生活等の身体的な負担による疾病等により亡くなられた方で、

災害弔慰金の支給等に関する法律に基づき、当該災害弔慰金の支給対象となった方」と定義（実際には支給されて

いない方も含む。）。

● 行方不明者が６名減少

（主な要因）ご遺体の発見、身元の判明、生存の確認による減少

● 住家被害の棟数の変動

（主な要因）帰還困難区域（福島県大熊町）における調査が進捗したことによる増加

【連絡先】消防庁応急対策室

浅見、濵田、高木、中尾

TEL：03-5253-7527

FAX：03-5253-7537



【参考】被災３県の状況

岩手県

重傷 軽傷 程度不明

人 人 人 人 人 人 棟 棟 棟 棟 棟 件

平成31年
3月1日現在

5,141 1,114 213 4 50 159 19,508 6,571 19,064 529 4,178 33

平成30年
3月1日現在

5,140 1,116 211 4 50 157 19,508 6,571 18,985 529 4,178 33

増減 1 ▲ 2 2 0 0 2 0 0 79 0 0 0

宮城県

重傷 軽傷 程度不明

人 人 人 人 人 人 棟 棟 棟 棟 棟 件

平成31年
3月1日現在

10,565 1,221 4,148 502 3,618 28 83,004 155,130 224,202 9,948 16,848 137

平成30年
3月1日現在

10,564 1,225 4,148 502 3,618 28 83,003 155,130 224,202 9,948 16,848 137

増減 1 ▲ 4 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0

●死者

福島県

重傷 軽傷 程度不明

人 人 人 人 人 人 棟 棟 棟 棟 棟 件

平成31年
3月1日現在

3,868 224 183 20 163 0 15,435 82,783 141,053 1,010 36,882 38

平成30年
3月1日現在

3,811 224 182 20 162 0 15,224 80,803 141,044 1,010 36,882 38

増減 57 0 1 0 1 0 211 1,980 9 0 0 0

●死者

●住家被害

　→帰還困難区域（福島県大熊町）における調査が進捗したことにより増加

　→ご遺体が発見されたことにより２人減少（新たに死者として計上）

　→震災関連の死者と認められたことにより１人増加

　→行方不明者のご遺体が発見されたことにより２人増加

●行方不明者

人的被害 住家被害 非住家被害

火災
死者

行方
不明

　　　負　傷　者
全壊 半壊

一部
破損

公共
建物

その他

●死者

　→震災関連の死者と認められたことにより５７人増加

　→生存が確認されたことにより２人減少

人的被害 住家被害 非住家被害

火災
死者

行方
不明

　　　負　傷　者
全壊 半壊

一部
破損

公共
建物

その他

●行方不明者

　→ご遺体が行方不明者のものと判明したことにより２人減少（身元不明の死者として計上済）

人的被害 住家被害 非住家被害

火災
死者

行方
不明

　　　負　傷　者
全壊 半壊

一部
破損

公共
建物

　→重複計上の解消により２人減少

その他

　→震災関連の死者と認められたことにより１人増加


